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打ち水にともなう地表面 熱収支の 変化

谷 口玲子 ・川 端康弘 ・塚本 修 （（岡山大学理 学部）

1．は じめ に

　 「打 ち水 」 は 「ヒー トア イ ラン ド」 の 中

でイ ベ ン ト的 に多 く行 われ る よ うに な っ た

が ，その 科学的意義に つ い て は あ ま り取 り

扱われ て い ない 。特 に 気温の 低下 と い う面

だけに 注 目 され る が ， その 気 温低 下を引き

起 こす はずの 地表面熱 収支に つ い て は ほ と

ん ど観測例が ない
。

　今回 ， 高温 の 地表 面に 水 を散布す る とい

う人 工 的な効果 に対 して ， 地表 面 の 熱収支

が ど の よ うに 応答す る の か ， と い う点に着

目 して 広い 駐車場 を利 用 した現地観測 を実

施 した 。 また 、体感温 度の 目安 と して 用 い

られ る グ ロ
ーブ温 度計 の 指示 温 度 の 変 化 に

つ い て も報告す る 。

2．観測 と結果 の 概要

　2006 年 8 月 に 岡山市 に ある 80mx30m

の 駐 車場 で 打 ち水実験 を行 い
， 30℃ の 水 を

3 回 （12 時 、14 時、 16 時）ホ ース で 撒 い

た 。 放射 4 成分の 独立測定 ， 超音波風速温

度計 ・赤外線湿 度 計 を組み 合 わせ た乱 流熱

フ ラ ッ ク ス の 直接測定 ， グ ロ
ーブ温度測 定 ，

気温変動の 測定な どを同時に行 っ た 。

　地表 面温度 は 50℃ か ら
一

気 に 数度 低下

した 。 こ れ は撒い た水の 直接的な効果 と考

え られ る 。 放射成分で は地表面温 度低下 に

伴 っ て上 向 き長 波放射が減少 ，ア ル ベ ドの

変化 に伴 っ て 上向 き短波放射の 減少が顕著

に 見 られ た。地表面か ら の 乱 流顕熱フ ラ ソ

ク ス は減 少 ， 撒 い た水 の 蒸発 に伴 う潜熱 フ

ラ ッ ク ス は 急激に増加 した 。
こ の 打ち水 に

よ る影響 は 昼 間 の 炎天 下 で は 40 分程度継

続 し、その 間 も地表 面温 度 は徐 々 に低 下 し

て い く 。 下 の 図 に ，
こ れ らの 変化 を時 系列

で示 して ある 。

　今回 ， 初め て の 試 み と して こ の よ うな実

験 を行 っ た が ，今後 と も引 き続い て解明す

べ き点は 多 く残 されて い る。また ，い わ ゆ

る 「打ち水」 は 夕方に 行 うもの と され て お

り，今回行 っ た よ うな炎天 下で の 水撒 き実

験 とは異 な っ た効果 をも っ て い るこ とも考

え られ る 。　　　　　
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